
「ビッグデータによる新産業・イノベーションの創出に向けた基盤整備」の概要

処理 利活用・分析
データの処理基盤技術の研究開発

（経済産業省）
データ利活用のための研究開発や環境構築

（文部科学省）

※ビッグデータ関連市場（10兆円）
の創出に貢献

（１） ＩＣＴの利活用が進展。多種多量のデータ（ビッグデータ）から新たな知見を見出し、日本の国際競争力強化に繋げることが
重要。

（２） ビッグデータ利活用を支える基盤技術の開発・標準化・普及促進を実施し、基盤技術を確立・人材を育成。

（３） 研究成果を世界へ展開することにより、更なる新産業・イノベーション創出や国際競争力強化を実現。

収集・伝送

基盤技術の確立・人材育成・新たな知見

ネットワーク基盤技術等の研究開発
（総務省）

・3省合同委員会の開催
・テストベッド（ＪＧＮ―Ｘ）
における統合実証実験

新産業・イノベーションの創出※

取りまとめ：総務省
連携：文部科学省、経済産業省

画像、動画

ビッグデータの利活用の基盤技術の開発・標準化・普及促進

連携施策

位置情報

多種多量のデータ
（ビッグデータ）
多種多量のデータ
（ビッグデータ）

センサデータ

研究データ、論文 等

デジタルデータ量の急増
2020年に2010年の約35倍
（2000年の約5,700倍）

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
量

出展：Horison Information Strategies, cited from Storage New Game New Rules, p.34(http://www.horison.com/topics/2004/08/newrules_pg34.pdf),
IDC, The Digital Universe Decade – Are You Ready?(http://france.emc.com/collateral/analyst‐reports/idc‐digital‐universe‐are‐you‐ready.pdf)
IDC, The Diverse and Exploding Digital Universe 2008(http://www.emc.com/collateral/analyst‐reports/diverse‐exploding‐digital‐universe.pdf)
IDC, The Diverse and Exploding Digital Universe 2007(http://www.emc.com/collateral/analyst‐reports/expanding‐digital‐idc‐white‐paper.pdf)
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○ 成果展開可能な研究開発成果については、研究開発期間中においても随時市場に投入するなど早期に公開し、
効果を検証。

○ 社会インフラ維持管理、農場法等の研究開発事業に対し、本研究開発の成果をシンポジウム等の機会を通じて情
報提供するなど、関係機関との連携を検討。

○ ビッグデータの利活用に当たってはプライバシー等の問題もあることから、ＩＴ総合戦略本部に設置された「パーソナ
ルデータ検討会」における検討状況も見ながら、研究開発という枠組みの中で対応を検討。
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○ 本件の助言については、【エ・総０１】において行われていることから、【エ・総０１】において回答。
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○ 研究開発計画にアウトカム目標を掲げ、研究開発段階から研究開発成果の市場化を目指す。また、出口戦略を検
討する体制としてビジネスプロデューサ制度を導入し、戦略検討の中で得た知見を研究開発にもフィードバックしてい
く。 107



○ 経済産業省として、登録した平成26年度の事業予算を確保できなかったため、当該年度の目標の見直しを実施した。
○ ただし、総務省及び文部科学省との役割分担の見直しは行わず、共同の検討・イベントの参加など、できる範囲内
での連携は継続して行う。
○ 平成26年度に掲げていた目標は平成27年度にスライドするが、平成28年度末までの達成目標は当初計画を達成で
きるよう事業の予算化を目指す。 108



○ 平成26年度予算案の状況も踏まえつつ、質的・量的に膨大なデータの連携技術、統合解析技術、可視化技術を対
象とする研究開発を実施し、研究開発に当たっては出口（社会実装）を強く意識し、早い段階から実証実験を行う。
○ また、人材育成ネットワークの形成を通じて、数学や統計等の基礎的な理論の習得と実践経験の重要性を発信し、
多様なデータから価値を見出すとともに、現実社会での意思決定に活かす人材の育成を目指す。 109


